
科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

博物館概論

樋口　一貴

人間生活学部（K）-学芸員課程（K）

1

前期 必修＊

2

学芸員資格

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

学芸員課程科目のうち初年次に履修する基礎的な科目として、博物館に関する基礎的知識を理解し、専門性の基礎となる能

力を養うことを目的としている。

②科目の概要

博物館の歴史および今日の博物館の目標、事業、組織、運営形態などを概観し、博物館の定義、機能、存在意義について、

博物館を利用する社会との関係において理解する。

③学修目標（＝到達目標）

現代社会における博物館の役割や意義を学び、学芸員の使命や活動内容の理解を深める。また、今日の日本の博物館におけ

る目標、事業、組織、運営形態を、諸外国の事例と比較することで、現状の整理・把握に努める。

内容

1 イントロダクション

2 博物館の歴史

3 博物館の定義

4 博物館の機能と存在意義

5 博物館資料の収集・保存・管理

6 博物館資料の研究・展示

7 日本の博物館の歴史

8 日本の博物館の種類

9 日本の博物館の活動（見学授業）

10 博物館の運営形態

11 展示の企画と運営

12 博物館展示と教育普及活動

13 学校教育との連携

14 生涯学習の場

15 まとめ

評価

授業への参加度20%、授業内レポート20%、筆記試験60%とし、総合評価60点以上を合格とする。

授業外学習

【事前準備】日本国内にはさまざまな種類の美術館・博物館があるので、その多様な活動内容や収蔵品について調べておく



。

【事後学修】ノートを見返して、授業の内容を見直しておく。また、なるべく多くの種類の博物館を訪れてみる。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】プリントを配布する

【推薦書】

【参考図書】授業内で指示する



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

博物館資料論

樋口　一貴

人間生活学部（K）-学芸員課程（K）

1

後期 必修＊

2

学芸員資格

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

博物館資料の収集、整理保管等に関する理論や方法に関する知識・技術を習得し、また博物館の調査研究活動について理解

することを通じて、 博物館資料に関する基礎的能力を養う。

②科目の概要

博物館における資料の収集、研究、公開・普及、保存・管理について取り上げ、その資料の価値の共有をはかりながら適切

に将来に引き継ぐという役割について考察する。

③学修目標（＝到達目標）

資料保存について基礎的な知識を学ぶとともに、それのみならず、資料利用、資料展示(公開)、博物館教育活動、情報メ

ディアなどとの関連性を理解する。

内容

1 イントロダクション

2 博物館の活動と資料

3 モノから博物館資料へ

4 博物館における資料の収集

5 資料に関する研究

6 データベースの作成

7 調査研究成果の社会還元

8 資料公開の準備

9 博物館資料を活用した教育普及

10 資料を公開する設備とコンディション

11 資料の保存

12 公開と保存のバランスに関する問題

13 資料の修復

14 アーカイブ資料とは何か

15 まとめ

評価

授業への参加度20%、授業内レポート20%、筆記試験60%とし、総合評価60点以上を合格とする。

授業外学習

【事前準備】国内外の博物館の収蔵資料にはどのような種類のモノがあるのか、書籍やWEBサイトで調べておく。



【事後学修】ノートを見返して、授業の内容を見直しておく。また、実際の博物館を訪れて、資料公開のの現場を知るよう

に心がける。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】プリントを配布する

【推薦書】

【参考図書】授業内で指示する


